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第 1 部では，平均間隔 l 秒以下のタッピングの分散を調べ， 0.4 秒以下では標準偏差の平均間隔の
平方根に， 0.4 秒以上では平均間隔に比例して増すという結果を得， この差が，運動神経系に於るフ
ィードパック制御とフィードフォワード制御の違いによるものと推論した。
第 2 部では，位相反応曲線の形から振動系への外乱の強さの推定できることを利用し， (1)対側手の
運動系(2)発声系(3)知覚系がタッピング回路に及ぼす影響がこの順に大きいこと，また位相反応曲線の
形の変化から訓練によっで左右手の運動系の結合の弱まることを示した。
第 3 部では，種々の位相差で両手タッピングを行ったときの系統誤差とその分散を測定し，安定性
を解析し，その結果が両手タッピングの神経回路モデルにもとずく位相反応曲線の解析結果と一致す
ることを示した。
以上の結果は，分散および位相反応曲線の測定からタッピング回路の神経機構の推定できることを
示したもので博士論文として価値あるものと認める。
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